
  

 

 

 

 

 

❤「月行事」の確認はスマホで確認が便利です。３カ月先も見られます「北鹿島小」でＨＰを検索 

❤「校長ブログ」週に２度は更新中。スマホで今のお子さんの姿を「見て」「認めて」「ほめて」ください 

スポーツチャレンジ 佐賀県で１位となる～ＨＰ校長ブログより～ 

２年１組川﨑由美学級が、佐賀県で１位にな

りました。上の写真で子ども等が手に持ってい

るのは、佐賀県から贈られた賞状と副賞の運動

用具です。佐賀県が取り組んでいる「スポーツ

チャレンジ」の「マラソン選手に挑戦」という

種目は、５０メートル走の学級平均のタイムを

競うものです。佐賀県で１６１校ある小学校の

２年生の中で、北鹿島小学校が１位に輝きまし

た。２枚目の写真で挨拶されている方

は、小城博さん（佐賀県教育委員会）で

す。小城さんは、１９８６年に佐賀工業

ラグビー部の監督に就任。全国高校大会

では９６～２００４年度に９大会連続で

８強以上の成績を収められました。定年

退職後、佐賀県教育委員会に在籍しなが

ら総監督を務められ、現在は地元開催の

２４年国民スポーツ大会に向けた強化を

統括する「県トップコーチ」も兼務されていま

す。（https://www.yomiuri.co.jp 読売新聞オンライン

より引用）下の写真で小城さんと握手しなが

ら、しっかりと目を見て話をしている男の子が

います。小城さんは、帰り際に振り向かれて

「校長先生、あの男の子をしっかりと見て、育

ててあげてください。あの子といつか一緒

にラグビーができたらいいです」とおっし

ゃって帰って行かれました。あの五郎丸歩

さんをスカウトし育て上げられた小城さん

に声をかけられたこの男の子は、今はよく

わかっていないと思いますが、とても素敵

な出会いをしたのだと思います。そんな日

が来たらいいなぁ、この子ががんばった

ら、きっと夢叶うだろうなぁ、と私は思い

ました。 
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       命 ひびき合い 
北鹿島地区民 ひっきゃーで

確かな学力 たくましい身心 

豊かな心を育て中 

輝く北っ子 おめでとう 

・ 令和５年度体力向上優良校等に対する県

教育長表彰 

 ２年１組川﨑由美学級 

 

・ 全国ラジオ体操コンクール 

【取組部門】 

かんぽ生命特別賞（全国３位） 

※北鹿島小学校が佐賀県初です 

表彰の様子。画面左

端が、運動委員会児

童とともに全国ラ

ジオ体操コンクー

ルにを取り組んだ

大串祥子教諭 



令和６年度も職員の働き方を見直し続けます 

 

若い先生方が、働く喜びを感じ、人間として成長しながら、子どもたちと日々汗を流して

がんばれる姿を実現したいと考えています。勤務時間は「８時から１６時３０分まで」です

が、時間外勤務が文部科学省が定める月４５時間をオーバーする職員もおります。それでい

て学校職員には、残業手当はつきません。先生方の業務を減らすのは、実際なかなか難しい

です。第３回学校運営協議会で委員の方々に以下の７つの取組を検討していただき、令和６

年度から進めていくことにしました。保護者の皆様にもご理解とご協力をお願いいたします。 

 

１つめの取組 朝の交通指導は、地域の方々にお任せする 

●これまで  職員が輪番で行っていました【長期休業あけ】 

〇R６年度～  職員は行わず、教室で子どもたちを笑顔で迎え 

ます 

２つめの取組 一斉に行う家庭訪問は、中止します 

●これまで  子どもたちをバタバタと帰していました。 

玄関の外で短時間行っていました【５月】。 

〇R６年度～  取りやめます。５月はしっかり子ども等と向き  

合い、会話します。 

３つめの取組 授業参観を１回減らします。 

●これまで  年間６回、準備に時間をかけて行っていました。 

〇R６年度～  年間５回に減らします。その分、ふだんの授業   

づくりに時間をかけます。 

４つめの取組 学級懇談会を２回減らします。 

●これまで  年間４回。夏休みや春休みの前に行っていまし 

た。 

〇R６年度～  年間２回にします。準備が浮いた時間で、子ど 

       も等と向き合います。 

５つめの取組 クラブ活動の１回の時間を長めにします。 

回数はその分、減らします 

●これまで  １回の時間は「４５分間」年間８回。 

〇R６年度～  １回の時間を「６０分間」年間６回にします。 

調理クラブ等の準備から活動まで、時間をかけ 

て行えるようになります。 

６つめの取組 先生方が実施する授業時数を適正にします 

●これまで  ４～６年生は、月曜日から金曜日まですべて 

６時間授業でした。文部科学省が決めた実施し 

なければならない各教科の時数を大きく上回り過ぎていました。 

〇R６年度～  水曜日を全学年５時間授業とします。 

職員の放課後の事務作業や授業準備の時間がちょっと増えます。 

７つめの取組 朝の時間の取り掛かりを５分間早くします 

●これまで  子ども等は「８時」までに教室に入ったら、学習の準備を行い、宿題を出

した後、朝読書を始め「８時１５分」から朝の会を行っていました。 

〇R６年度～  これまでどおり子ども等は「８時」までに教室に入り、準備や提出物を終

えたら、朝読書をします。その後「８時１０分」から朝の会を始めること

で、時間割全体を５分間前倒しにします。すると下校が５分間早くできる

ので、職員の事務作業や授業準備の時間がちょっと増えます。 

その他の取組 ＰＴＡ本部役員会並びにＰＴＡ評議員会の回数を１回減らします 

●これまで  年間４回行っていました。 

〇R６年度～  年間３回にします。保護者も、我が子と会話する時間が増えます。 

出勤できない時にもご自宅から

リモート授業をしている大串祥

子先生 

電子黒板の中の担任の先生から

の指示を聞きながら集中して学

習する４年１組の子等 

放課後の時間に自主的に集まっ

て武雄市からお呼びした先生と

共に授業づくりに励む北鹿島小

学校の先生方 


